
資料1  

家屋補強工事とは、次頁以降の図に示された工法以外で、床下や屋根裏の補強工事を行う  

ことを指します。   



小屋実の補強について （注）、ここで言う「小屋栗．とは、職回り上面ひら上部の小屋芭と絹†用します。  

小屋票で買圧服必要な補強は、「小屋衝かしぃ桶行箭ひし1．接霞までです。これは耐震補強です。  

2、クルキと標本甘柿梁との賢軌ま耐震補強では臼く 耐風の為です。あるに越しにことはありま甘んが  

少白くとも耐震捕強ではありまロ九。過度な蓋拘は不要です。  

3、 棄と棟木・母屋．梁・胴差等との賢拾も上記2と同様です。  

4、 而P梁の粒子・仕口の腎桔、火t†増設笥は立派な耐震補強ですが、補強の程度しま住宅蓋敲公阻 又は  

品礎法で要求される程度であり、過度日金l勿は不要です．  

クル子端吉日：  

U指り蓋周文は手違い刀ス刀イ  

通常の小屋葉状態  

屋票（叩臥／l上面より上喜E）ての耐震捕強ば乗の付仰．を拍ぐ前Ⅳい7ごしフです，し丁こがってモれ  

⊂コ 声＝㌻ †  ・＿＿、＿＿、・、l   以外の工事は耐風司幕雪七日りますnで「耐震補強では這い．ことを、必ず説明してください。   



床下の補強について （注）、順序Lま主要膚造部でLまありま甘ん。従って剛り補鮒募外です。  

仁 例えば「傾がらわ．が無い頃合でもそのままとする。（斥構造の酎ほ件ではなしlからです。）  

2  ∈引壬性辞書の目的で以下の工事事例が辛けられますが、あくまで応急処置であることと  

「耐雷補強では白い．ことを説明すべきです。  

①床碩が惰れ根太の間に更に根太を挿入するケース。  

②宋と菜石との問にスキ問が生じ、「斥唱り．・「斥詫わ」への処置をする場合。  

通常の床下状態  

土呂と大引を緊迫する無意味臼補強  

※ こrしらの補数ま「楕強に値し吉口九．nで   

潰して施工しなしlてくじ封∴  

はさわ掛二は「F万悶処理〔¶不順」十コプラス  

チリフ栃雪てに、急処置を㌫こなう，  

居住性己冥善例  施してはいけ臼し1過度又は無芋味ぢ墓相亨   


